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いずみの高殿発掘 15年

主　催：泉大津市教育委員会
　　　　和泉市教育委員会
　　　　大阪府立弥生文化博物館
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大阪府立弥生文化博物館・泉大津市・和泉市協働企画

や よ い ち ょ う か ん
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池
上
曽
根
に
生
き
た
人
び
と ―
弥
生
鳥
瞰

開館時間　午前９時 30 分～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
休  館  日　毎週月曜日
入  館  料　一般 400円、65 歳以上・高大生 300円
　　　　         中学生以下・障がい者手帳をお持ちの方と
                          その介助者１名は無料 （20 名様以上の団体は２割引）

　

平
成7

年6

月
、
史
跡
池
上
曽
根
遺
跡
で

の
大
型
建
物
発
見
の
第
一
報
は
全
国
を
席
巻

し
、
そ
れ
以
後
の
弥
生
時
代
研
究
を
大
き
く

変
え
て
い
き
ま
し
た
。
翌
年
、
こ
の
大
型
建

物
に
残
さ
れ
て
い
た
柱
の
一
本
が
、
年
輪
年

代
測
定
法
に
よ
り
紀
元
前52

年
に
伐
採
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

そ
の
成
果
は
、
弥
生
時
代
の
時
代
相
の
み
な

ら
ず
、
日
本
史
の
枠
組
み
に
ま
で
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
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大
型
建
物
を
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す
る
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エ
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グ

　
　
　

● 考古学セミナー　
　６月12日（土）「いずみの高殿・紀元前52年の世界」
　　　乾　哲也（和泉市教育委員会）
　　　　場所：１階ホール／時間：午後２時～４時
　　　　定員：170名（申込不要 先着順）
　　　　（午後０時30分から整理券配布、受付は午後1時30分から）

● 特別講演会
　６月19日（土）「池上曽根遺跡が変えた日本史」
　　　禰　田　佳男（文化庁主任文化財調査官）
　　　　講演後、金関　恕（当館館長）との対談
　　　　場所：１階ホール／時間：午後２時～４時
　　　　定員：170名（申込不要 先着順）
　　　　（午後０時30分から整理券配布、受付は午後1時30分から）

● 関連事業
　「建築家の視点－池上曽根遺跡のタテモノ－」
　　1 ５月22日（土） 「復元建物をみる」西尾　信廣（京都環境計画研究所）

　　2 ５月29日（土） 「池上曽根遺跡の施設をみる」吉羽　逸郎（建築家）
 
　　3 ６月 ５日（土） 「式内社をみる」東野　良平（建築史家・泉大津市文化財保護審議会委員）

　        集合時間はいずれも午後１時／申込不要　　　　　　　　　　
　　　    ※本事業に関するお問い合わせは泉大津市教育委員会生涯学習課まで   TEL.0725-33-1131(内2325）

建物が描かれた土器
（弥生時代中期／和泉市教育委員会）

いずみの高殿
（復元された大型建物）

大型建物の柱
（弥生時代中期／和泉市教育委員会）

鳥形木製品
（弥生時代中期／当館）

右：弥生時代最大級の勾玉（弥生時代前期／池上曽根遺跡／大阪府教育委員会）

　

平
成
七
年
六
月
、
史
跡
池
上
曽
根
遺
跡
で
の
大
型
建
物
発
見
の
第

一
報
は
全
国
を
席
巻
し
、
そ
れ
以
後
の
弥
生
時
代
研
究
を
大
き
く
変

え
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
建
物
の
柱
の
一
本
が
、
年
輪
年
代
測
定
法

に
よ
り
紀
元
前
五
十
二
年
に
伐
採
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
弥
生
時
代
中
期
の
実
年
代
に
ひ
と
つ
の
定
点
を
与
え
た
の
で
す
。

そ
の
成
果
は
、
日
本
の
古
代
史
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
史
全
体
を

め
ぐ
る
議
論
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
大
型
建
物
が
発
見
さ
れ
て
十
五
年
目
と
い
う
記
念
の
年
に

当
た
り
ま
す
。
改
め
て
池
上
曽
根
遺
跡
の
大
型
建
物
と
そ
の
周
辺
を

見
つ
め
、
そ
こ
に
生
き
た
人
び
と
の
暮
ら
し
の
あ
と
を
た
ど
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

集合 池上曽根弥生情報館～史跡公園の復元建物～ 解散 大阪府立弥生文化博物館

集合 池上曽根弥生学習館～池上曽根弥生情報館～ 解散 大阪府立弥生文化博物館
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集合 大阪府立弥生文化博物館～曽根神社～ 解散 泉穴師神社


